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Ver2.64.5 で追加された機能を説明します。 

 

・GeoCOM パワーサーチは３とおりで。 

 

・APA ファイルの結合、JOB 名＝路線名 

 

１、 GeoCOM パワーサーチは、３とおりで。 

 

パワーサーチの使用を下記の３とおりを想定します。 

 

①A-Survey で設定した範囲でパワーサーチ 

 

②TS で設定した範囲でパワーサーチ 

 

③TS の「ターゲット予測」(自動プリズムサーチ)を使用している 

状態で、A-Survey からパワーサーチを実行もできます。 

 

 

 

“パワーサーチ範囲は上記を使用” 

にチェックを付けると、従来とおり 

ここのサーチ範囲が有効になります。 

①の設定です。 

 

 

チェックを外すと、②、③で使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



下記は TS16 の設定画面です。 

 

②TS で設定した範囲でパワーサーチ 

 この画面の様に、TS 側で範囲を設定します。 

 “パワーサーチウィンドウを使用”にチェックを付けます。 

 この状態で、A-Survey からパワーサーチを実行します。 

 この設定が有効です。 

 

 

 



 

③TS の「ターゲット予測」(自動プリズムサーチ)を使用している 

 

TS 側で下記のように、ミラーをロストしたときの動作を指定できます。 

この設定状態でも、A-Survey からパワーサーチを実行できます。 

 

 

 

 

    

 

 



２、APA ファイルの結合、JOB 名＝路線名 

 

   APAファイルには、JOB名(業務名)の項目があります。 

A-Surveyでは、器械点毎に APAファイルを作成した場合には 

JOB名は開始時間になっています。 

 

「APAファイルの結合」にて、複数の APAファイルを１個のファイルにします。 

観測日の違う APAファイルを、１個にする事もありますので 

器械点毎に、このデータは必要です。 

 

  今回、JOB名(業務名)を統一したいとの要望がありました。 

「APAファイルの結合」で、路線名を入力します。 

この路線名は、APAファイルのファイル名になります。 

そこで、路線名を JOB名として、１個のファイル内で統一しました。 

路線名＝ファイル名＝JOB名 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


